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詳しい内容については、次へお問い合わせください。

道総研　中央農業試験場　農業環境部　生産技術グループ

電話（0123）89-2001　E-mail：central-agri@hro.or.jp

表１　秋まき小麦有機栽培の推奨技術

項 目 推奨する技術 備 考

品 種
きたほなみ
ゆめちから

・「きたほなみ」の方が収量は安定

・「ゆめちから」の方が高タンパク

播種時期 8月下旬～9月中旬
・収量性優先の場合は標準播種（9月中旬）

・越冬性優先の場合は早期播種（8月下旬～9月上旬）

播 種 量
標準播種：255粒／m²
早期播種：340粒／m²

窒素施肥
基肥  4 kg/10a
雪上（3月中旬） 4 kg/10a
止葉期  4～8 kg/10a

・次の場合は止葉期 8kg/10a追肥（総施肥量 16kg/10a）を

推奨（基肥-雪上-起生期-止葉期：4-4-4-4 kg/10aも選択可）

①地力が低い圃場（熱抽窒素3mg/100g以下）

②「ゆめちから」を栽培

③タンパク増加を目指す場合

・過剰な追肥は赤さび病発病を助長することに留意する

間作緑肥
シロクローバ 0.3kg/10aを

小麦と同時播種
・増収効果がない場合もあるが、雑草抑制に効果的
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図１　 播種期と起生期乾物重の

関係
注）農試場内2020年と2021年の平均。
　　窒素施肥量は基肥-雪上-止葉期：
　　４-４-４kg/10a。

図４　 窒素施肥量と収量・タンパク

の関係
注）農試場内2020～2022年（早期・標準播種）の平均。
　　基肥は窒素4kg/10a で固定。

図２　播種期・播種量と収量の関係
注）農試場内2020年と2021年の平均。
　　窒素施肥量は基肥-雪上-止葉期：４-４-４kg/10a。

図５　間作緑肥の有無と

　　　雑草生育の関係（2021年）
注）農試場内、播種量255粒/m2、
　　窒素施肥量は基肥-雪上-止葉期：
　　４-４-０kg/10a。

図３　 雪上施肥した発酵鶏ふん

の窒素溶出経過（2020年）
注）�発酵鶏ふん5g を不織布ネットに入れ、雪上

に放置（３月12日）後、経時的に回収し、
窒素溶出率を測定。

図６　窒素吸収量と

　　　赤さび病発病の関係

　　　（2021年）
注）農試場内、6月24日（乳熟期）調査。




